
日本海生物分布調査2 
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底棲生物の分布状態を把握し、今後の資源動向をみきわめ、沿岸漁業の持続的発展に参考となる資

料を蓄積することを目的とする。
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水深は魚採により、水温は転倒水温計により調べた。また、底びき網のロープの長さは 1，0 0 0 m 

で一地点 1 屈の曳網を原則とし、曳綱方向は潮流に従って、同一方向にヲ I~ 、 1c.. o

方査調V 

( 1， 1 6 9尾)1回操業平均 51.96kgで

カレイ類 10穂、その他の魚類 22種、

果

海上調査

調査回数は 14回で、曳網不能回数 1回、有効回数 13凶であった。これらを図示すると第 1図

のとおりである。

A 総漁獲量は、有効回数 13回で 67 5.4 2 4 K9で、

あった。

漁獲魚種は第 1表に示すように魚類のうち板紙類 3種、

貝類 1種であった。

5月8日から 5月 13日までに多獲された魚種は、マコガレイが全漁獲量の 28. 4係(3 3 2 

尾)を占め、次いでアブラツノザメ 13%(151尾)ヒレグロ 11. 6係(136尾)沖ナマコ

1 O. 2係( 1 1 9 )マダイ 8.6係で、他の魚種は 5%以下であった。

調査点の水深別漁獲並に総獲量は第 1表のとおりである。

水温については表層では 1O. 7 ¥. - 1 2 4 ¥;、底層では 9.9 l' - 1 1. 8 "Cであった。
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第 1図 日本海水産生物分布調査凶

昭和 17年 5Jl 8日から 5月 1:)日まで
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第 1表 日本海水産生物調査、試験船青鵬丸 5 月 8 日 ~5 月 1 3日

詰寄ト--1L_日 5月 8日 5月8日 5月 8日 5月8日 5月 9日

調 査 点、
前山沖 内山沖 両山沖 向山沖 鳥屑崎
W 4.1浬 W 5.5浬 W7浬 W8浬 WSW25浬

操業開始時刻 08 h 14明 09. 15 10 33 1 1 40 10 20 

ひき網の長さ
片側~ 1， 000 m " " " " 

ε， 
" " " " " " " 

漁 場 水 t栄 60 m 80 m 100 m 120 m 80 m 

底 状 平 担 " " " " 

底 質 S M M M M 

表 層 水 温 10. 7 "C 12.2 "C 12.3 "C 12.3 "C 13.2 'c 

底 層 水 温 11. 6 "C 10.4 "C 10. 2 "C 10. 3 "C 9.9 'c 

1 ヒ フ メ 4尾 4799 4尾 1，1739 1尾 1459 l尾 2679 尾 3 

2 マカレイ 4 147 1 66 

3 マコガレ寸 2 902 1 260 1 455 1 727 3 1，000 

4 '7 ダ 寸 30 667 30 2，000 

5 ヒレグロ 59 3，700 21 1，100 22 1，450 

6 ヤナギムシガレイ 2 150 5 350 7 500 

7 ムシガレイ 30 3，000 4 530 5 400 

漁 8 ソウハチ 2 80 1 80 7 500 l 250 

9 アマダイ 1 170 

10 トラザメ 2 1，000 3 1，300 

11 べ ロ 1 65 3 350 1 180 l 185 

12 アイナメ 1 230 

一一一→獲 13 フ→ナカ→ナゴ 1 400 1 320 

14 --? ブ グ 1 90 l 80 

15 ノ ドグロ l 70 

16 カナガシブ 29 750 l 55 

17 アンコウ 9 2，500 8 2，000 1 1. 700 

量 18 'f中ナマコ 3 900 5 2，400 80 20，000 

19 キンカシカ 7 150 

20 トウ-，ツカジカ 2 500 

21 之シマオコゼ 4 200 2 450 

22 ホウボウ l 270 

/戸、、 23 タマガンゾウ 2 20 1 40 

尾 24 カ ス
~ 2 450 

25 タ コ 2 140 

26 ノ、ノミカ、レイ 2 400 

F 
27 タ イ

28 ガンギェイ
¥ーノ 29 カワハギ

30 ゴマフグ

31 イシナキ、

32 メイタカ‘レイ

33 ホシサごメ

34 ウマヅラハギ

35 アブラツノサヱメ

36 ベンケイガイ

計 124尾10，7509 104尾 12，0949 48尾 6，4209 39尾 5，4799 113尾23，0002fI 
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長玉石ト-lL日 5月 9日 5月11日 5月11日 5月13日 5月13日

調 査 点
深浦 十一沖IT 1 十二沖 十二沖 十二沖
N4浬 W 10.5浬 W9浬 W3浬 W2浬

操業開始時刻 11 h 25 n 08 14 09 36 06 30 07 40 

ひき網の長さ 片側 1，OOOm " " " M " 
M " " 

υ λγ " " 

漁 場 水 深 100 m 156 m 120 m 40 m 30 m 

底 状 平 担 " " " " 
底 質 M SM M S S 

表 面 水 1昆 13. 6 "C 12.8 "C 13. 2 "C 11. 8 "C 11. 8 oC 

底 層 水 温 9.90C 9.90C 9.90C 11. 60C 11. 6 oC 

1 ヒ フ イ 尾 3 尾 3 尾 3 3尾 7559 4尾 8459 

2 マガレイ 4 300 1 78 4 275 

3 マコガレイ 2 1，000 18 8.710 29 9，676 

4 v二r タ イ

5 ヒレグロ 34 1，550 

6 ヤナギムシガレイ 1 130 

7 ムシガレイ 10 500 

漁 8 ソウハチ l 45 

9 アマダイ

10 トフザメ 12 1，700 l 400 

11 ベ ロ 8 700 

12 アイナメ 1 145 

獲 13 フ→ナカ→ナコ守

14 マ ブ グ 1 115 

15 ノ ドグロ

16 カナガシフ 9 600 8 500 

17 アンコウ l 1，250 

量 18 r中ナマコ 30 8，000 1 200 

19 キンカシカ

20 トウベツカジカ 1 135 

21 ミシマオコゼ

信7一平ウボウ
r、、 23 タマガンゾウ

尾
24 カ ス f 、

25 タ コ

26 ノミノミガレイ 5 4，275 I 421 
<j 
27 タ イ 8 468 50 4.050 

'--' 28 カンギェイ I 240 3 200 

29 カワハギ 1 120 

30 ゴマフ グ l 145 

31 イシナギ 2 338 

32 メイタガレイ 2 205 

33 ホシザメ 日 4，200 

34 ウマヅブハギ l 230 

35 アブラツノザメ 100 40，000 l 65 15 30，000 

;36 ベンケイガイ 7 115 

五十 46尾 9，8009 100尾10，0009 68，[芭 6，u05y 60尾45，1己69 117尾21，7509
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5月13日 5月13日 5月13日 5月13日

十三神 十三神 十三沖 十三沖
W4.2浬 W 3.1浬 W3.2浬 W4浬

09 h 30 n 10 40 11. 50 13 20 

片側 1， 000 m 11 11 11 11 11 11 11 11 11 

45 m 42 m 43 m 44 m 

平 担 11 11 11 

S S S S 

12.4 oc 12.4 oc 12.40C 12.4 oC 言十 比率係尾

11. 8 oC 11. 8 oC 11. 8 oC 11. 8 oC 

尾 9 尾 3 尾 3 17尾 3，6649 1.5 

14 866 1.2 

30 10，000 120 50，000 125 50，000 332 132，730 28.4 

破 40 3，000 100 5，667 8.6 

136 7，800 11.6 

網 15 1，130 1.3 

49 4，430 4.2 

皆 12 955 1.0 

l 170 0.1 

無 18 4，400 1.5 

14 1，480 1.2 

2 375 0.2 

2 720 0.2 

3 285 0.3 

1 70 0.1 

47 1，905 4.0 

19 7，450 1.7 

119 31，500 10.2 

7 150 0.6 

3 635 0.3 

6 650 0.6 

1 270 0.1 

3 60 0.3 

2 450 0.2 

2 140 0.2 

8 5，096 。7
58 4，518 5.0 

4 440 0.3 

l 120 0.1 

1 145 0.1 

2 338 0.2 

2 205 0.2 

9 4，200 0.8 

1 230 0.1 

5 7，000 30 15.000 151 452，065 13.0 

7 115 0.6 

75尾 20，0008 150尾 65，0008 125尾 50，0008 1 ， 169尾 675， 424~ 100% 
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1週間程度の調査であるため、水温の変化はみられなかった。(第 1表)

(2) 陸上調査

主要魚類であるヒラメ、マガレイ、マコガレイ、マダイの 4種について、多項目調査を行なった。

A、水深別に漁獲された 4種の平均体長組成は第2図~第 5図のとおりである。

第 2図ヒラメ

cm 

平

均 20

体

長 10

水深別 3040 60 80 100 120 m 

第 3図 マガレイ

10 

水深別 3040 60 80 100 m 

第4図マコガレイ

30 ー

20 

10 

水深別30 40 60 80 100120 m 

第 5図マダイ

20 

10 

水深別 30 40 60 100 120 m 

。漁獲されたヒラメの体長は水深 30m、80 m、 1 20m 

では 30cm以上で、あったが、水深40 m、 60m、 100 

mで漁獲されたのは30訓未満で全体的に小型のものが多

かった。

0マガレイの体長は、 15 cm以上、 20 cm以下のものがほと

んどであるが、水深60 mで漁獲されたのは 14 cmで‘あっ

Tこ。

O""?コガレイの体長は 27. 5 -4 0 cmであるが、水深 30-

8 0 mから漁獲されたのは 30 cm以下で水深 120mで漁

獲されたのは40 cmであった。

0マダイの尾又長は 10cmから 20 cm以下もの(マダイの幼

魚)が多く、水深30mと40 mで漁獲されたのが、 15 

- 1 8cmあったが、水深60-100mで漁獲されたのは

9-12cmであった。
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B、主要魚種別、水深5J1j平均体重は第 6図~第 9図のとおりである。
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第 7図マガレイ
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第 9図マダイ
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。ヒラメの体重は水深 30m、 40 m、 1 20mで漁獲され

たのは 200-2909であったが、 60 mと10 0 mか

ら漁獲されたのは 110-1409であった。

。マガレイの体重は 36-76で、小型であったが、水深

4 0 mで漁獲されたのは大きい方で 769、水深 60視で

漁獲されたのは 36 9で小型であった。

0-07コガレイの体重は 260-7209であったが、 40 0 

3以上は水深 40抗、 60 m、 120mで漁獲された。

4 0 09以下は水深 30m、 80 m、 1 0 0 mで、水深

8 0 mで漁獲されたのは最低で、 26 0 9であった。

。マダイの体重は 20-809であったが、水泳:)0 mで漁

獲されたのが 809で、深くなるほど、小型のものが多く

漁獲された。
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C 主要魚種雌雄別成熟状況は第2表のとおりである。

第2表 主要魚種、水深別、雄雌別、成熟状況

;下、水深 30m 水深 40 m 水深 60祝

ャ;♀ 合♀ 古 ♀ 

調査尾数
不 明

2 
13 

1 不 明
4 

ヒラメ
熱 度 1 1 1 1 1 1 

調査尾数
不 明 不 明 1 3 
3 3 

マガ「レイ
熱 度 1 1 1 1 1 1 

調査尾数 22 7 7 11 2 
マコガレイ

熱 度 4 5 4 5 4 

調査尾数
不 明 不 明 不.明

マダイ
50 8 30 

熱 度 1 1 1 1 1 1 

o魚類性熟度基準雌の場合

水深 80 m 水深 100m 

会 ♀ 1う ♀ 

3 1 1 

1 1 1 

1 

1 

1 2 

4 4 

有ミ 明
30 

1 1 

1. 性成熟に達してないもの(卵粒はみとめられない) 未成魚

2.-1 成魚であるが卵巣は小さく肉眼で認められてもきわめて小さい 未熟

3 卵巣は最大に達し不透明な卵の中に透明な熱卵がまじっている 半熟

4. 卵巣は透明な成熟卵で満されている

5 放卵後のもの

雄の場合

1. 性成熟に達しない魚の精巣で白色透明

2.-1 1の場合より精巣が少し大きい

2.-2 精巣はかなり大きくなり乳白色不透明

3. 精巣は大きく精液の溶融が認められる

4 放精後のもの

水深 120祝

o ♀ 

1 

1 

1 

5 

0主要魚種の雌雄5J1j成熟状況を調査したところ水深 30mではヒラメ、マガレイ、マダイについ

ては、雌雄不明で未成魚、であった。マコガレイは雄 22尾、雌7尾で、雌雄共に放卵‘放精後

のものであった。

0水深 40 mで漁獲されたヒラメは雄2尾、雌 1尾で、雌雄共に未成魚であった。

マガレイは3尾漁獲され、地雄不明の未成魚、。マコガレイは雄 7尾、雌11尾で、雌雄共に放

卵放精後のものであった。

マダイは 8尾漁獲されたが、雌雄不明の未成魚でitった。

0水深 60 mで漁獲されたヒラメ 4尾は雌雄不明の未成魚で、マガレイは雄 l尾、雌 3尾であっ

たが雌雄共に未成魚で、あった。マコガレイは雄 2尾で、放精後のものであッた。マダイは 30 

尾漁獲されたが雌雄不明であった。

水深 80 mでヒラメは雄 3尾、雌 1尾の漁獲であったが、雌雄共に未成熟であった。

マガレイの漁獲は雌 1尾で末成魚であったがマコガレイは雄 1尾で放精後のものであった。マ

ダイは 30尾漁獲されたが雌雄不明で未成魚であった。

0水深 10 0 mではヒラメ雄1尾の漁獲があり未成魚であったがマコガレイは雄 2尾の漁獲で放

精後のものであった。
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1オ深 1 2 () Nではヒラメ雄 1尾の漁獲で未成魚であ-_;tこが、マコガレイはt主1ιで放卵後のも

必であった。

D 主要魚種JJIJ水深刻平均生殖線重量

第 3表主要魚種別、水深刷平均性殖腺重量 (単位 fj ) 

;、子ミ 水深 30m 水深 40 m 水深 60 m 水深 80 m 水深 100m 水深 120祝

o ♀ o ♀ o ♀ 古 ♀ 合 ♀ 古 ♀ 

ヒ

ーョr

7 

ーマ

魚

フ メ 不 明 O. 9 1.2 不 明 1. 1 1.9 O. 1 O. 6 

ガ レ イ 弓ミ 明 不 明 O. 1 九 O.1 O. 5 

二Z カe レ イ 6. 7 2.48 1. 81 8. 63 4.15 1.7 3. 0 2. 1 

ダ イ 不 明

o水深 30祝で漁獲されたヒラメ、マガレイ、マダイについては雌雄不明であった。マコガレイ

は放卵、放精後であったが雄 6.7 fj、雌 1.81fjであった。

0水深40 mで漁獲されたヒラメ(維)は O.9 fj、雌 1.2fjであった。マコガレイは雄1.8 1 9 

雌 8.63 fjで放精、放卵後であった。

マガレイ、マダイについては雌雄不明であった。

0水深60昨のヒラメ、マダイは雌雄不明であったが、マガレイは雄 O.1 fj、雌 O.1 fj以下であ

った。マコガレイは雄だけで放精後で 4.1 5 fjであった。

o水深 80 mのヒラメは雄1.1 fj、雌 1.9fjであった。マガレイは雄だけで 0.5fj、マコガレイ

も雄だけで1.7 fjで、マダイについては、雌雄不明であった。

0水深 10 0 mのヒラメは雄 O.1 fj、マコガレイは雄 2.1 fjで、他の 2種については漁獲されな

かった。

o水深 120mのヒラメは雄 O.6 9、マコガレイが 2.1 fjであった。

E 主要魚種別、水深別、胃内容

第 4表主要魚種別、水深刻l胃内容

水深 30m 水深 40 m 

種 尾
魚 多 9二王b二不 尾 魚 多 空 不
毛 毛

数 類 類 胃 明 数 類 類 E同a 明

水深60 m 水深 80 m 水深 100前

尾 魚 多 ク二工恒二有三 尾 魚 多 グ二工b二不 尾 魚 多 空 不
毛

類毛 類毛
数 類 類 胃明 数 類 日円ゴ 明 数 類 胃 明

水深 120m 

尾 魚 多 グ二工b二不

数 類
類毛
胃 明

ヒラメ 13 13 31 2 1 41 2 2 4 14 1 1 1 1 

マガレイ 3 3 3 31 4 1 112 1 1 

マコガレイ 29 29 18 18 2 11 1 1 1 2 2 1 1 

L一マ一一ー ダ イ 50 50 8 8 30 30 30 30 

o水深 30mから漁獲されたものではヒラメは空胃、マガレイ空胃、マコガレイは多毛類を食し

ていたが、マダイは空胃であった。

。水深 40 mから漁獲されたものではヒラメは魚類を食していたものが 2尾、空胃 1尾であった。

マガレイは胃内容不明で、マコガレイ、マダイについては多毛類を食べていた。

o水深 60 mで漁獲されたものではヒラメは 2尾が魚類を食べていたが 2尾は空胃であった。マ

ガレイは 1尾が魚類を食べていたが、 3尾は空胃と不明であった。マコガレイは多毛類を食べ

ていたが、マダイは空胃であった。

。水深 80 mで漁獲されたものではヒラメは 4尾共魚類を食していたが、マガレイ、マダイは空

胃で、マコガレイは多毛類を食べていた。

o水深 10 0 mで漁獲されたものではヒラメは空胃でマコガレイは多毛類を食べていた。

o水深 120mで‘漁獲されたものではヒラメとマコガレイは空胃であった。
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F 主要魚種別、水深7.lIJ、平均胃内容重量

第 5表主要魚種別、水深別平均胃内容重量 (単位 9 ) 

水深 30m 水深 40 m 水深 60 m 

尾 魚 多 空 不 尾 魚 多 p二工b二 不 尾 魚 多 空 不

種 毛 毛 毛
数 類 類 日円ヨ 明 数 類 類 匡同ヨ 明 数 類 類 匡円ヨ 明

ブ メ 13 。 3 1.3 4 2. 5 

7l レ イ 3 。 1 1.0 4 o. 1 

:1 71' レ イ 29 11. 5 18 8. 0 2 3.0 

タ イ 50 。 8 o. 1) 30 。
水深 80 m 水深 100m 水深 120m 

種
尾 魚 多 空 不 尾 魚 多 グニヱb二 不 尾 魚 多 グ二恒巳 不

毛 類毛
毛

数 類 類 胃 明 数 類 胃 明 数 類 類 胃 明

ブ メ 4 1. 8 1 。 1 。
71' レ イ 1 。
:1 71' レ イ 1 6.0 2 6. 1 1 。
!l' イ 30 。
0水深 30mから漁獲されたヒラメ、マガレイ、マダイの胃内容は空胃で、マコガレイは多毛類

を平均 1 1. 5 9食べていた。

o水深40 mで漁獲されたヒラメは魚類を1.39食べ、マコガレイ、マダイは多毛類をo.1 ~ 

8. 0 9食べていたが、マガレイは餌料不明で 0.19食べていた。

o水深 60 mで漁獲されたヒラメは魚類を平均 2.5 {}""7ガレイ、マコガレイは多毛類を O.1 ~ 

3. 0 fj食べていたが、マダイは空胃であった。

0水深80 mで漁獲されたヒラメは魚類を1.8 fj 食ベマガレイ、マダイは空胃、マコガレイは多

毛類を 6.0 fj食べていた。

0水深 10 0 mで漁獲されたヒラメは空胃で、マコガレイは多毛類を 6.1 fj食べていた。

o水深 12 0視で漁獲されたヒラメ、マコガレイは空胃であった。

。胃内容物の調査の結果から、調査水深 30m、 80 mのところで漁獲されたヒラメの胃内容物

は魚類であっTニ。

0 ""7コガレイは水深 30~lOOm のところで漁獲されたのは、多毛類を食べていた。

N 調査の成果及び今後の課題

1 調査の成果

短期間の調査で成果を見出すことは困難であるが、調査した主要魚種 4種のうち、マコガレイに

ついては、この時期には雌雄共に放卵、放精の時期で株浅移動を行なっていることがわかった。

また、ヒラメ、マガレイ、マダイで水深 30~100mに棲息しているのは、幼魚が大半のよう

である。

2. 今後の課題

日本海沿岸において、この種の調査を行なうのであれば毎年 2月噴から水深別にヒラメ、カレイ

類の生態を調査したな b、これI?(/_)産 ~tJ、移動及び、食性がよりよく究明されるものと考えられる。
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